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取 組 事 例 名 『花をさかそう大作戦』 

取組における育てたい資質・能力 

人間関係形成 社会参画 自己実現 

「コミュニケーション能力 ３ 「主体性・積極性」 ２ 「自己肯定感の向上」 １ 

取 組 の ね ら い 

・学校行事等ができない中，他学年との交流が少なく，学校全体で人とのつながりを感じにくくなって

いる。そこで，友達の良いところを書くことを通して，人と人のつながりを大切にする共感的な人間関

係形成力を育てるために，学校のよいところを紹介する活動を行う。 

取組の具体的内容 
取 組 の 創 意 工 夫 

『キーワード おもいやり』 
〇コロナ禍において自伸会の活動ができない。 

 学校行事も中止になり，学年を超えての交流ができない。 

 

         「なにかいい方法はないだろうか？」 

 

 ☆『花をさかそう大作戦』をしよう！ 

・全校で集まる活動ができないので，書いてもらったものを掲示する。 

・学年ごとに花びらの形を変えて，見る人に分かりやすいようにする。 

・みんなに見てもらえるように，児童玄関近くに掲示する。 

    ↓  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇できるだけ多くの児童に見てもらえるように，西児童玄関と東児童 

玄関に分けて掲示した。 

 〇いつもは言えないようなことも，書くことで伝えることが出来た。 

 〇多くの児童が参加してくれた。 

 〇児童同士が様々な姿を見ていて，自伸会のことやトイレのスリッパの

ことなど，様々な意見が寄せられた。 

 

 

 

 

 

普段，面と向かって言えないことも，書くこ

とで伝えることが出来た。 

 

 

取組の成果と課題 
〇児童がよく通る児童玄関に掲示したことで，多くの児童の目に留まっている。時々，立ち止まって読んでいる児童もい 

る。また，自分たちの学年だけでなく，他の学年の掲示にも目を通していた。 

〇出された意見には，自分たちの学年以外のことも各児童が多く，日常のちょっとしたすれ違いに対しても，児童が目を 

向けるようになった。 

〇６年生を送る会などの自伸会行事ができない中で，６年生が全校のためにできることはないか一生懸命考え，取り組む 

ことができた。 

 

●まだ参加していない児童が多い。全校の取組として，もっと実施期間を延ばしたり，全校放送で啓発する回数を増やし 

たりする必要がある。 

●今年度は１階しか取り組めなかった。運動会の後など，学校行事に関連させて行えれば，もっと意見が出てくるかもし 

れない。 
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